



Is “The Celestial Railroad” Really Safe and Comfortable?:
Hawthorne’s Tour Is Full of Dangers
Shigeru SUZUKI
要 旨




ところの神に至る道が、主人公の the Celestial City への旅行に託して、そのあまりの安易さ簡便さ
ゆえに批判されている。しかし、この超絶主義等に対する諷刺が成立するためには、主人公が乗った







Nathaniel Hawthorne が1843年に発表した短篇、“The Celestial Railroad”は、John Bunyan の有名なア
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る。そのことは、Joseph C. Pattison が端的に、“‘The Celestial Railroad’ is usually read as an allegory which
satirizes religious modernism, in both its Transcendental and Unitarian forms, for lack of recognition of evil
and for substitution of an easy way to salvation in place of the arduous journey envisioned by Bunyan.”と
述べている通りである。1 個々の見解には微妙なニュアンスの違いこそあれ、W. Stacy Johnson、G. Ferris
Cronkhite、Roy R. Male、James K. Folsom、Hyatt H. Waggoner、David E. Smith などが、この論者の範
疇に含まれよう。2 もちろん Clifford A. Wood のように、“The Celestial Railroad”は超絶主義とユニテ
リアニズムを主たる批判対象としつつも、極端なピューリタニズムも付随的に諷されているとする意見も
あれば、Richard Toby Widdicombe のように、その諷刺の矛先は物質主義、進歩への盲信、精神的自己
満足、広汎な無知などに蝕まれた19世紀半ばのアメリカ社会に向けられているとする意見もある。3 だ




啓示や救いへと至る霊的旅路は、蒸気機関車に乗った旅人が the Celestial City へと赴くプロセスとパラ
レルになっている。従って、超絶主義やユニテリアニズムの説く安易で楽天的な思想や信仰が批判される
ためには、物語の主人公が汽車に乗って the Celestial City に向かう道行もまた安全確実な易行でなくて
はならない。“The Celestial Railroad”で意図された諷刺が、読者に対し強い説得力を持つためには、Bun-



















交通機関の発達のおかげで、安全快適かつ正確迅速なものであった。5 “The Celestial Railroad”が世に
出た1843年は、まさしくこの「旅行」時代のとば口にあった。
実際、“The Celestial Railroad”に描かれた、主人公が the Celestial City へと赴く道中は、前時代的な
「旅」ではなく、今風の「旅行」の特徴を色濃く示している。作品冒頭、主人公で語り手でもある「私」
は、the city of Destruction と the Celestial City の間をつなぐ線路が建設されたとの噂を小耳にはさみ、“It
interested me much. . . .”とあいなって、その鉄道に乗ってみようとの気を起こす。6 主人公をその気に
させた動機は、“Having a little time upon my hands, I resolved to gratify a liberal curiosity by making a trip
thither.”（186）と語られており、要するに物珍しい話を耳にして、「興味をかき立てられ」、少々「暇な時








主人公は the city of Destruction で宿泊するホテルから、汽車の発車駅まで行くのに馬車を利用する。
彼は馬車で乗り合わせた Mr. Smooth-it-away と、そのまま鉄道の「旅行」を共にすることになる。Smooth-
it-away 氏は鉄道会社の重役であり、同時に大株主の一人でもあるが、出発地の the city of Destruction な
らびに目的地の the Celestial City の法律、習慣、政治、統計などにも精通しており、もちろん蒸気機関
車についても豊かな知識を持っている。また行く先々の the Interpreter’s House、the Valley of the Shadow












児にほかならない。とすると、ツアーガイドに連れられて、the Celestial City を目指す主人公がしている
のは、古いタイプの「旅」ではなく、新時代に相応しい「旅行」である。9
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the Celestial Railroad に乗っているのはもっぱら貴顕紳士で、中には判事、政治家、財産家といった人々
が交っており、また女性も社交界の花ともいうべき上流婦人ばかりである。彼らが交わす会話は、宗教の
ことなどそっちのけで、その日のニュース、政治、ビジネス、娯楽などの話題に終始しており、大いに社
交を楽しんでいる。彼らの様子は、“setting forth towards the Celestial City, as cheerfully as if the pilgrim-



















yan’s road-book”（191）でそれが the Interpreter’s House であることを確かめる。ここで言う Bunyan の本
とは、もちろん The Pilgrim’s Progress のことであるが、それを“road-book”、つまり「旅行案内書」と
呼んでいるところが意味深長である。旅行案内書の刊行は、Thomas Cook を嚆矢とする旅行代理店業と
並んで、「旅行」時代の幕開けを象徴する重要な新機軸であった。1820年代から30年代にかけて、ドイツ
のベデガー、イギリスのマレーなど、旅行ガイドブックが次々と出版されている。the Hill Difficulty を過
ぎて、蒸気機関車がスピードを上げたところで、主人公はまたもや“Consulting Mr. Bunyan’s road-book”





汽車が the city of Vanity に着くと、一行は“effervescent pleasures”への期待に心ときめかす。とい




“effervescent pleasures”の方にはあまり興味がない「私」は、Vanity Fair の興味深い仕組みについて、
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旅行ガイドの Smooth-it-away 氏に詳しく説明してもらう。その様子は、“All these, and other wonderful im-
provements in ethics, religion, and literature, being made plain to my comprehension by the ingenious Mr.






















の途中、何を見るべきであり、何は見るだけの価値がないと、いちいち Mr. Smooth-it-away から指示を
受けて、それを鵜呑みにしている。主人公が the Palace Beautiful を訪れ、Miss. Prudence、Miss. Piety、
Miss. Charity たちへの紹介の栄に浴したいとの希望を表明すると、Smooth-it-away 氏は彼女たちは今で
は醜い老婆となっており、会うだけの価値はないと告げられて、易々と説得されてしまう。一方、the Val-
ley of the Shadow of Death にある地獄の入り口では、汽車はわざわざ停車して、主人公が旧知の Mr. Take-
it-easy と会話を交わし、そこでの暮らしもそれほど悪くないと知らされるだけの時間的余裕が与えられ
る。the city of Vanity では、主人公は市を見て回る時間をたっぷり与えられ、あわよくばそのままこの地
に逗留させようとする Smooth-it-away 氏の企みに危うくはまりそうになる。主人公が the city of Vanity
を立ち去る決心をすると、Mr. Smooth-it-away はその意思を翻させようと説得に努めるが、それが叶わぬ
となると、旅行ガイドの職務に忠実に、主人公に同行して列車に乗り込む。the Celestial City の手前にあ
る“the pleasant land of Beulah”（安息の地）への境界線を越えると、まるで乗客に神の恩寵溢れる周囲の





























事故が起きている。たまたまこの汽車に乗り合わせた実業家 Cornelius Vanderbilt と前大統領の John






























ンペーン用の伝記を執筆するなど、大統領当選に力を貸した Hawthorne は、Pierce によりリバプールの
領事職に任命され、ボストンの港からイギリスへと旅立っている。
鉄道事故多発時代が始まったちょうどその同じ年の12月、Hawthorne の知友、Herman Melville は短篇
小説“Cock-A-Doodle-Doo!”を発表し、その作品冒頭でいきなり機関車および蒸気船に対する猛烈な呪詛の
言葉を放っている：“many dreadful casualties, by locomotive and steamer, had likewise knocked hundreds
of high-spirited travellers on the head. . . .”。13 鉄道と蒸気船の事故による死者が数百名とは、Melville お
得意の過剰なレトリックと思われるかもしれないが、鉄道だけで1853年の1年間に234名もの命が奪われ
ていることを考えれば、決して誇張ではない。更に Melville の筆は鉄道事故の具体的な描写にまで及ぶ。
And that crash on the railroad just over yon mountains there, where two infatuate trains ran pell-mell
into each other, and climbed and clawed each other’s backs; and one locomotive was found fairly
shelled, like a chick, inside of a passenger car in the antagonist train; and near a score of noble hearts, a
bride and her groom, and an innocent little infant, were all disembarked into the grim hulk of
Charon. . . .14
どうやらこれは当時の典型的な事故原因の一つである列車同士の衝突らしい。そして Melville は蒸気機
関車のことを、“the chartered murderer”、“the death monopoliser”、“hangman”、“that iron fiend”な
どと呼んで、徹底的に忌み嫌っている。15















飛び込んできて、乗客を苦しめる。乗り心地はというと、“In the early forties, only the newest cars were











Hawthorne が“The Celestial Railroad”で鉄道をどのように描いているかの検討に入る前に、それ以外
の作品で蒸気機関車に対し、いかなる見方をしているか瞥見してみよう。Hawthorne は鉄道開業以来、
好んで汽車で旅行をしたが、意外なことに鉄道が登場する作品は数えるほどしか見当たらない。その中で
最もよく知られているのは、1852年に刊行された The House of the Seven Gables の“The Flight of Two
Owls”において、Clifford と Hepzibah の兄妹が Pyncheon 屋敷から逃げ出して、汽車に乗る場面であろ
う。この時、Clifford は Pyncheon 判事のことを、Bunyan の The Pilgrim’s Progress に登場する Giant De-
spair に喩え、判事から逃げる自分と Hepzibah のことを、Christian と Hopeful になぞらえている。19 二
人の出立は、“a pilgrimage . . . to the world’s end”（253）と呼ばれ、Clifford によれば、鉄道は“‘annihilate
the toil and dust of pilgrimage’”（260）してくれるありがたい乗り物である。また Clifford は Pyncheon 判事
が亡くなったことを、“‘The weight is gone. . . .’”（250）との比喩を用いて、自分の背中から「重荷」が取り
除かれたとしている。この「重荷」から解放され、蒸気機関車に乗って、「世界の果て」へと「巡礼」に
出かける Clifford の姿は、重い荷物を専用貨車に預け入れて、汽車で the Celestial City へと巡礼の「旅行」
をする“The Celestial Railroad”の「私」と相通じるものがある。Christian を自称する Clifford は、現代
の Christian たる「私」が乗ったのと同じ列車に乗っているとでも言えようか。







くれる“the great current of human life”（256）の象徴として肯定的に描かれている。20











対照されて、近代化への道を驀進する社会のダイナミズムが際立たされている。The House of the Seven












行」は、The Pilgrim’s Progress で描かれた Christian の徒歩による巡礼と比べて、はるかに安全快適で
あるとして、意見がほぼ一致している。例えば、Helena Znojemská は、鉄道は線路上を走るがゆえに道
に迷う心配がなく、“diminishes dangers”してくれると述べている。22 Waggoner に言わせれば、応用
科学のおかげで万事が“easier and quicker”となり、“Nowadays the pilgrim rides on a railroad instead of
journeying laboriously and perilously on foot.”とされる。23 鉄道を利用した「私」の the Celestial City
行きは、Male によれば、“a quick and painless trip”であり、Mark Van Doren によれば、“a comfortable
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車を使っている。馬車は途中、the Slough of Despond に架かる橋を渡る。この沼の中には聖書の注釈書、
道徳書、フランスの哲学書、プラトンや孔子の著作などが投げ込まれ、橋の土台を固めている。にもかか
わらず、馬車が橋にさしかかると、“the bridge vibrated and heaved up and down, in a very formidable man-
ner. . . .”（187）する。そこで主人公は、“I should be loth to cross it in a crowded omnibus; especially if each



















続いて機関車は the Hill Difficulty を貫くトンネルを通り抜ける。それは壮大なアーチと広々とした複
線の線路を備えたトンネルで、建設者の技量と雄図の永遠なる記念碑となるであろうと、主人公は口を極
めて褒め称えている。ただし、この称賛の言葉には意地悪く、“unless the earth and rocks should chance
to crumble down. . . .”（192）との条件が留保されていて、土や岩が砕け落ちてくる危険性があることが仄め
かされている。
やがて機関車はスピードを上げて、凄まじい勢いで the Valley of the Shadow of Death へと突入する。
その時の主人公の気持ちは、“I expected nothing better than to find myself in the ditch on one side, or the
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quag on the other.”（193）と語られている。原作の The Pilgrim’s Progress には the Valley of the Shadow of
Death の様子が、“there was on the right hand a very deep Ditch. . . . [O]n the left hand there was a very
dangerous Quagg . . . .”（50）と述べられており、Hawthorne 作品でのシチュエーションは Bunyan の記述
に従ったまでのことともいえる。しかし当時の蒸気機関車がしばしば猛スピードで飛ばした挙句、脱線転
覆事故を起こしている事実を鑑みれば、主人公の恐れは現実のものでもある。事実、作中にも、“Had the
engine run off the track―a catastrophe, it is whispered, by no means unprecedented―the bottomless pit . . .
would undoubtedly have received us.”（194）とある通り、機関車の脱線は「決して先例がないではない災
害」であると、世間で広く「噂されている」ほどである。「私」は恐怖のあまり、そのことを考えるだけ
で、“made my heart quake”（194）してしまう。Smooth-it-away 氏は「私」に向かって、“in its present state
















the Valley of the Shadow of Death を抜けると、列車は the city of Vanity に到着する。そこで開かれる
Vanity Fair は The Pilgrim’s Progress の Christian が訪れた時にもまして、殷賑を極めている。その繁栄
の理由は、“as the new rail-road brings with it great trade and a constant influx of strangers, the lord of
Vanity Fair is its chief patron, and the capitalists of the city are among the largest stockholders.”（197）と説
明されている。つまり町の有力者たちが鉄道の将来性をいち早く見越して、建設推進派に回ったおかげで、
町に停車場が設けられ、その結果、大量の人と物が流れ込んで、地域活性化に成功したというわけである。
これは、the Interpreter’s House の主が線路建設を認めなかったために、地域がすっかり廃れてしまった
ケースと裏返しの関係になっている。
Vanity Fair で徒歩の巡礼者に出会った「私」は、彼らの説得を受けて、the Celestial City への道を再
びたどる決心をする。だが、“of course, I was not simple enough to give up my original plan of gliding along
easily and commodiously by rail-road.”（202）とのことで、「気楽にゆったり」と「旅行」する気に変わりは
ない。主人公の鉄道「旅行」に対する考え方は、“glide”という言葉遣いにも如実に表れている。
ところが Vanity Fair を後にした機関車は、the Delectable Mountains の峡谷を通り抜ける際、“glide”
するどころか、“a terrible jolt”（203‐204）に見舞われる。それは、“One of these ancient tomb-stones had been
thrust across the track, by some malicious person. . . .”（203）のせいである。ここで言及されている“tomb-
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journey, at every stopping-place, Apollyon had exercised his ingenuity in screwing the most abominable
sounds out of the whistle of the steam-engine. . . .”（204）と述べられているが、事実、この作品には蒸気機
関車の立てる凄まじい騒音に対する言及が散見される。例えば、the Valley of the Shadow of Death を“at
lightning-speed”で駆け抜ける時、“a reverberating thunder filled the Valley with its echoes.”し、地獄の
入り口の停車場に到着すると、“there came a tremendous shriek, careering along the Valley as if a thou-
sand devils had burst their lungs to utter it. . . .”（194）といった有様である。Vanity Fair に着いた時にも、
“the train thundered into the ancient city of Vanity. . . .”（197）しており、Mr. Flimsy-faith の館の近くに停
車する際には、“the usual tremendous shriek”（203）を伴っている。これら騒音の総仕上げをするかのよう
に、Beulah の地を駆け抜ける汽車は、“one last and horrible scream, in which there seemed to be distin-
guishable every kind of wailing and woe, and bitter fierceness of wrath, all mixed up with the wild laughter
of a devil or a madman.”を発する。その咆哮の凄まじさたるや、“in this closing effort, he[Apollyon] outdid
himself, and created an infernal uproar, which, besides disturbing the peaceful inhabitants of Beulah, must




ると、よほど Hawthorne の気に障ったに違いない。第Ⅳ章でも見た通り、彼は The House of the Seven Ga-
bles と“The Old Apple-Dealer”でも汽車の騒音については文句を言っており、それ以外の不快さは許容
できても、喧しさだけは我慢ならなかったのであろう。機関車の発する“discord”と対照されて、川の
対岸の the Celestial City の方角から、天使の奏でるがごとく、高音も低音も甘やかなる“unison”となっ
て溶け合った“glad harmony”（205）が耳に心地よく響いてくる。
この美しい調べは、the Celestial City の岸辺に泳ぎ着いた徒歩の巡礼者を迎えるための音楽である。た
しか評論家諸氏によれば、汽車による「旅行」の利点は、安全快適であると同時に、“quick”あるいは
“quicker”である点に存するはずではなかったのか。ところが徒歩の巡礼たちは不思議なことに、汽車
の旅行者たちよりも早く the Celestial City に到着してしまったのである。鉄道の安全快適さに疑問符が
つくなか、速さの点でも負けてしまっては、汽車としても立つ瀬がない。
なぜ主人公は巡礼たちより the Celestial City 到着が遅れてしまったのであろうか。もちろんアレゴリー
としての観点から考えれば、今流行りの安易でインスタントな信仰より、昔ながらの地道で堅実な信仰の
方が、結局は確実かつ迅速に神の国に至るということであろう。「急がば回れ」、英語で言えば、“The far-
thest way about is the nearest way home”ということか。あるいは常識的な観点からすれば、まるで兎
と亀の昔話のように、主人公があちこち寄り道している間に、巡礼の方が先に進んでしまったということ
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さて主人公は終点で列車から降りると、川向こうの the Celestial City に渡るため、蒸気船に乗り換え





路は、Hawthorne も利用したことのある the Eastern Railroad をモデルとしているとされる。the Eastern
Railroad はセイレムとボストンの間を結んで、1838年に開業した。同線は直接ボストンの町に乗り入れて
おらず、乗客はボストン対岸の駅で降車した後、チャールズ川とミスティック川の河口に位置する港湾を
フェリーで横断しなくてはならない。更には、the Eastern Railroad は沼地に盛り土された築堤上に線路
が敷設されている点においても、the Celestial Railroad のモデルとなっているとのことである。34 もし
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しない。不吉な予感を覚えた船客の中には、恐怖のあまり“tearing their hair, and exclaiming that the boat




















えば、皆河宗一によれば、アメリカの黒人霊歌には、“This Train”、“Get On Board, Little Children”、“If
I had Mah Ticket, Lawd”、“Git Yo’ Ticket”など、列車に乗って天国に行くという発想の歌が多数見出だ
される。とりわけ“This Train”などは1820年代から30年代にかけての曲と考えられており、その歌詞は、
正しい者だけが天国行きの列車に乗れて、ばくち打ちなどいかがわしい連中は切符を買うことができず、
彼らが乗車を許されるのは、天国ならぬ地獄行きの Black Diamond Express 号だけであると唱ってい
る。36
もう少し時代をくだると、Hawthorne と同時代人で、同じく作家でもある Henry David Thoreau も、
1854年に出版された代表作 Walden, or, Life in the Woods の中で、“I would rather ride on earth in an ox
cart, with a free circulation, than go to heaven in the fancy car of an excursion train and breathe a malaria
all the way.”と語っている。ここでの Thoreau の批判の眼目は、汽車に乗って安楽に天国に行くことで
はなく、世にはびこる豪華列車の不必要な贅沢さに置かれている。“I think that in the railroad car we are

















実は Hawthorne がかかる趣向を思いついた時期はかなり早く、“The Celestial Railroad”が発表される
7年前に当たる1836年以前のことと推測される。というのも、同年に発行された The American Magazine
of Useful and Entertaining Knowledge に、“Ancient Pilgrims”というエッセイが載せられており、この中
で彼は、もしもアメリカで巡礼という習慣が根付くとすれば、“The pilgrim would neither provide himself
a staff, nor seek out a good stout horse―he would simply put down his name at the coach office, or get on
board a steamboat, with a vallise under his arm―or, perchance, he would do his pilgrimage in a rail-road
car.”と記している。ここで彼は早くも馬車、蒸気船、蒸気機関車という三つの乗り物を、巡礼に用いら
れる交通機関として挙げている。これに続けて彼は、“a pilgrimage, thus modernized, would be as dull as





た妹の Louisa は、叔父 John Dike の温泉療養に付き添って、ニューヨーク州サラトガスプリングズに赴
いた。二人が蒸気船に乗ってハドソン川を下る「旅行」の最中、爆発事故が発生し、船は火災炎上する。













そのアレゴリー作品といえよう。“The Celestial Railroad”が材を仰いでいる The Pilgrim’s Progress は
アレゴリー小説の傑作として名高いが、この作品にしてみたところで、松阪仁伺によれば、「原作におい




つきまとう危険と困難を描いてみせた点においても、The Pilgrim’s Progress の正統なる継承者の資格あ
りと評価されよう。
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